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本稿は、今日消防行政機関の一翼を担う消防団の前身であった警防団が、硝防団へと転換する過程をみることで、
行
政
制
度
の
抜
本
的
改
革
は
、
そ
の
実
、
潮
変
性
と
披
行
性
を
孕
み
つ
つ
進
行
す
る
こ
と
、
そ
し
て
結
果
と
し
て
、
必
ず
し
も
改
茄
を
進
め
た
当
耶
者
の
当
初
の
意
図
ど
お
り
で
は
な
く
、
し
か
し
脈
か
に
旧
制
度
と
は
断
絶
し
た
性
格
を
Ⅲ
え
る
大
改
革
に
到
述
す
る
こ
と
を
検
抜
本
的
行
政
制
度
改
赦
に
お
け
る
潮
変
性
と
破
行
柾
（
宮
崎
）
九一
二一・は
じ
消幣め
防防に
ｌＪ１１ｌ｜ 
／ｘ 
－ＩＪ 
の
公
布
は
じ
め
に 抜
本
的
行
政
制
度
改
革
に
お
け
る
漸
変
性
と
破
行
性
ｌ
警
防
団
か
ら
澗
防
団
へ
Ｉ
三
Ｍ
県
に
見
る
消
防
団
令
の
受
容
過
隈
四
消
防
組
織
法
と
消
防
肌
合
の
改
服
・
廃
止
宮
崎
仲
光
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懸
防
団
は
、
概
ね
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
澗
防
団
へ
と
組
織
お
よ
び
役
判
を
変
え
た
。
組
織
の
設
立
根
拠
と
目
的
す
ら
変
え
る
文
字
ど
お
り
の
根
本
的
変
革
で
あ
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
術
成
員
や
消
火
を
中
心
機
能
と
す
る
点
な
ど
、
そ
の
基
礎
に
お
い
て
両
者
に
は
連
続
性
が
あ
る
。
変
革
は
一
時
に
済
ま
な
か
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
民
主
化
な
い
し
分
権
化
と
い
う
方
向
に
向
け
て
一
直
線
に
進んだわけでもなかった。
結
局
、
縛
察
制
度
の
抜
本
的
改
革
は
、
日
本
国
遜
法
・
地
方
自
治
法
の
施
行
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
し
ば
ら
く
消
防
団
令
の
迎
川
に
は
、
新
懲
法
体
制
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
も
見
ら
れ
る
状
態
が
続
い
た
。
澗
防
行
政
機
榊
の
枠
察
制
度
か
ら
の
独
立
は
、
勝
察
法
と
荊
防
組
織
法
の
同
日
施
行
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
し
か
し
、
消
防
団
令
は
、
当
初
は
部
分
的
に
修
正
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、
完
全
に
消
防
組
織
法
に
統
合
さ
れ
る
ま
で
に
は
な
お
四
カ
月
半
あ
ま
り
の
日
時
が
か
か
っ
磐
防
団
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
月
二
四
日
に
発
せ
ら
れ
た
将
防
団
令
（
勅
令
第
二
○
号
）
に
基
づ
き
、
そ
れ
ま
で
と
も
に
「
防
空
」
の
柾
に
当
た
っ
て
い
た
防
謹
団
と
消
防
組
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
。
・
満
川
平
変
以
降
、
政
府
・
耶
部
は
、
総
力
戦
を
遂
行
す
る
た
め
、
機
会
を
捉
え
て
は
国
民
を
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
勅
貝
し
て
耶
瓢
活
抜
本
的
行
政
制
度
改
革
に
お
け
る
潮
変
性
と
披
行
性
（
宮
崎
）
九三
た。
警
防
団轡防
団
の
組
織
と
機
能
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法
学
志
休
鋪
九
十
八
巻
鋪
四
号
九
四
勅の体験を広め、Ⅲ常の巾に戦時を浸透させることで非粥時を油出した。戦争の形態が飛行機主体に変わりつつある
こ
と
を
ふ
ま
え
、
繰
り
返
し
空
襲
へ
の
備
え
が
強
調
さ
れ
た
が
、
防
謹
川
は
、
そ
う
し
た
動
き
の
な
か
全
国
各
地
に
机
次
い
で
「
○
○
非
常
変
災
要
務
規
約
」
（
○
○
の
中
に
は
、
東
京
、
織
浜
川
崎
等
の
地
名
が
入
る
）
に
基
づ
い
て
結
成
さ
れ
た
。
消
防
組
が
勅
令
に
根
拠
を
有
す
る
の
と
異
な
り
、
防
護
団
に
は
国
の
法
令
上
の
根
拠
が
な
く
、
そ
の
設
立
に
至
る
経
緯
は
と
も
あ
れ
民
間
団
体
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
防
謹
団
と
消
防
組
は
、
合
同
防
空
演
習
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
日
常
は
そ
れ
ぞ
れ
指
揮
系
統
を
興
に
す
る
タ
テ
ワ
リ
の
組
織
が
併
存
し
て
お
り
、
合
同
油
習
後
に
決
ま
っ
て
宣
伝
さ
れ
た
「
官
民
一
体
の
大
成
功
」
の
険
で
は
、
必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
炎
態
が
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
警
防
団
へ
の
統
合
は
、
す
な
わ
ち
「
防
空
、
水
火
消
防
典
ノ
他
ノ
警
防
二
従
醐
」
す
る
た
め
の
動
風
体
制
が
、
警
察
機
櫛
の
下
に
一
元
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
警
防
団
は
、
地
方
長
官
の
監
督
に
服
し
、
警
察
部
長
・
警
察
署
長
の
指
揮
に
従
っ
て
活
動
す
る
官
製
機
構
で
あ
っ
た
。
そ
の
側
長
お
よ
び
副
団
長
に
対
し
て
は
地
方
長
官
、
そ
の
他
団
員
に
つ
い
て
は
警
察
署
長
に
よ
る
任
命
行
為
の
儀
式
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
権
威
が
付
与
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
か
か
る
灘
川
は
市
町
村
の
負
担
で
あ
っ
た
。
同
年
Ⅲ
Ⅱ
以
降
、
鶴
防
団
は
全
図
各
地
に
次
々
と
発
足
し
、
六
月
二
六
日
に
は
そ
の
全
図
細
織
と
し
て
の
大
川
水
弊
防
協
会
の
発
川
式
が
、
総
裁
と
な
っ
た
梨
本
宮
守
爪
の
邸
宅
前
で
、
木
戸
幸
一
会
長
、
館
祈
二
副
会
長
（
内
務
次
官
）
、
松
井
茂
副
会
長
（
貴
族
院
議
員
）
（１） 
以下、各府県警防課長や瞥防団長等一一一二名を集め「戦時色一色に彩られ」て挙行された。
警
防
団
の
日
常
活
動
は
、
防
空
減
習
と
そ
れ
に
と
も
な
う
消
火
訓
練
の
実
施
で
あ
っ
た
。
防
空
演
習
は
、
県
下
一
斉
訓
練
か
ら
町
内
会・部落会を単位とする訓練まで大小さまざまな規模のものが繰り返し行われた。警防団は市町村ごとに組織される
のが原則であったが、織浜巾等の太郎巾では欝察署管内を単位とした。大規膜満習の際はそうした警防団同士が迎鵬
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第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
の
後
も
、
お
よ
そ
半
年
近
く
は
警
防
団
の
制
度
は
そ
の
ま
ま
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
月
三
○
日
に
至
り
、
勅
令
第
六
二
号
輔
一
一
条
の
揺
防
団
令
巾
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
警
防
川
令
の
「
第
一
条
騨
防
団
ハ
防
空
、
水
火
消
防
其
ノ
他
警
防
二
従
事
ス
」
か
ら
「
防
空
」
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
を
承
け
て
「
警
防
川
二
関
ス
ル
件
」
〔
一
九
四
六
（
昭
刊
二
一
）
年
三
川
一
二
Ｈ
幣
保
局
公
安
苑
Ⅲ
第
一
八
号
〕
が
、
内
務
省警保局長から各庁府県長官宛に発せられた。
抜本的行政制度改革における潮変性と破行性（宮崎）
几
丘
し
、
あ
る
い
は
競
い
あ
っ
て
バ
ヶ
ッ
リ
レ
ー
、
火
た
た
き
等
に
力
を
尽
く
し
た
。
新
聞
も
こ
れ
を
「
敵
機
何
ぞ
恐
る
べ
き
」
「
日
本
精
神
」
（２） 
といった一一一一口葉をちりばめて報じ、昂揚に努めた。
防
空
減
習
は
、
次
第
に
恒
常
化
と
も
い
う
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
く
が
、
そ
の
動
員
に
は
町
内
会
血
卵
洛
会
が
利
用
さ
れ
た
。
地
域
行
政
の
末
端
機
構
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
町
内
会
・
部
落
会
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
あ
ら
ゆ
る
動
員
の
要
請
等
が
集
中
し
た
が
、
同
時
に
食
繊
・
物
資
の
配
給
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
に
必
要
な
怖
報
等
も
す
べ
て
架
中
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
会
長
は
地
域
に
お
い
て
強
大
な
権
力
を
掌
中
に
収
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
家
非
常
時
に
名
を
借
り
た
警
防
団
の
振
る
舞
い
に
は
、
し
ば
し
ば
描
暴
も
目
立
ち
、
妊
婦
す
ら
容
赦
な
く
助
貝
し
た
り
、
灯
火
管
制
に
従
わ
な
か
っ
た
家
を
め
が
け
て
放
水
訓
練
が
な
さ
れ
る
こ
と
ま
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
醐
爽
上
の
制
裁
措
置
も
あ
い
ま
っ
て
、
戦
時
総
動
員
体
制
は
市
井
の
隅
々
に
至
る
ま
で
貫
徹
さ
れ
た
。
な
お
、
町
内
会
・
部
落
会
と
警
防
団
は
、
戦
没
者
の
遺
骨
帰
還
な
い
し
葬
送
の
際
の
行
列
も
共
に
し
た
。
た
と
え
ば
神
奈
川
で
は
、
瞥
而
、
轡
防
川
、
在
郷
軍
人
会
、
地
元
町
内
会
長
、
遺
影
・
遺
骨
、
遺
族
、
町
内
会
役
員
、
一
般
の
順
に
並
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
と
聞
い
た
。
②
敗
戦
に
と
も
な
う
醤
防
団
令
の
一
部
改
正
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ま
た
、
公
職
追
放
’
団
体
の
解
散
に
つ
い
て
は
、
弊
防
団
に
対
し
て
も
勅
令
第
一
○
一
号
第
四
条
が
適
川
さ
れ
る
た
め
、
「
警
防
剛
且
中同条各号一一依り抵触スル向ハ一月四日以前一一遡り之ヲ整理シ以テ当該警防団ノ現在及将来二於ケル存続二差障りナ
ヵ
ラ
シ
ム
ル
卯
ク
Ⅲ
滑
二
処
理
ス
ル
コ
ト
」
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
勅
令
第
一
○
一
号
と
は
、
二
Ⅱ
二
二
日
に
公
布
さ
れ
た
ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
「
Ⅲ
机
二
十
年
勅
令
節
五
百
川
十
二
号
「
ポ
ツ
ダ
ム
」
古
一
言
ノ
受
託
二
伴
上
苑
ス
ル
命
令
二
関
ス
ル
件
二
基
ク
政
党
、
協
会
其
ノ
他
ノ
団
体
ノ
結
成
ノ
禁
止
二
関
ス
ル
件
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
Ⅱ
四
日
に
発
せ
ら
れ
た
０
冊
Ｑ
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
「
或
極
ノ
政
党
、
政
治
的
結
社
、
協
会
及
典
仙
川
体
ノ
廃
止
ノ
件
」
〔
ｎ
本
帝
凪
政
府宛（し○ｓ］（←］目急）○の）〕に雄づくものであった。この勅令の第一条では、結成が禁止される団体の基準が
「
占
領
軍
二
関
す
る
反
抗
若
ハ
反
対
」
を
は
じ
め
軍
国
主
義
的
「
目
的
又
ハ
行
為
」
な
ど
七
項
目
に
わ
た
っ
て
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
第
二条とそれを承けた内務宵雌、示節一九号（二月二近日）では、解散が命じられる剛体が具体的に脂名された。
警防団にも適用されると指摘されている第四条には、「主要役員」と「構成員」の面から第一条で結成が禁止され
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
九
六
この通牒では、「防空」の役割を終えた警防団が、実際には警防川令の改正を待つまでもなく、すでにその運営を
「水火洲防災ノ他縛防一一従事」することに改めていることをふまえたうえで、その脚編成にともなう規模の縮小とす
でに開始されていた公職追放・団体の解散への対応の二点に関する基準が示され、その実行が求められた。
すなわち、まず「消防及其ノ他ノー部制」を採るか否かという組織形態が、「現地ノ実状一一鑑ミ適宜調擢スルコト」
に
委
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
警
防
川
の
定
員
を
人
ｎ
一
万
人
に
つ
き
官
設
澗
防
の
皆
輔
内
は
約
汀
○
人
、
常
備
消
防
（
常
勤
体
制
を
と
る
警防団）の設置区域内では常備消防員の他に約一○○人、その他の地域では約二○○人として「取敢ズ」整備するこ
と
と
さ
れ
た
。
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そ
こ
で
「
儒
防
団
二
関
ス
ル
件
」
で
は
、
弊
防
川
に
お
い
て
は
こ
の
鋪
一
号
に
お
け
る
「
主
要
役
員
」
と
は
「
剛
長
及
副
団
長
ノ
範
囲
」
と
し
、
同
号
の
（
イ
）
（
ロ
）
（
ハ
）
に
抵
触
す
る
背
を
「
該
当
背
」
と
解
す
る
こ
と
、
ま
た
、
第
二
号
に
お
け
る
「
柵
成
員
」
に
つ
い
て
は
、
警
防
団
の
場
合
は
、
正
規
の
手
続
き
に
よ
っ
て
身
分
を
有
す
る
分
団
長
以
下
の
団
員
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
撒
成
員
」
の
数
は
、
分
団
長
以
下
の
定
員
と
す
る
が
、
「
之
卜
勅
令
第
一
条
第
一
項
又
ハ
第
二
条
ノ
規
定
二
該
当
ス
ル
者
ノ
数
ト
ノ
割
合
ガ
四
分
ノ
ー
ヲ
超
過
ス
ル
場
合
其
ノ
超
過
ス
ル
数
ヲ
存
シ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
。
な
お
、
勅
令
一
○
一
号
の
適
川
は
、
｜
部
を
除
き
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
発
せ
ら
れ
た
一
月
四
日
に
遡
及
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
幣
防
団
二
側
ス
ル
件
」
で
は
、
「
幣
防
川
令
ノ
改
服
ノ
機
会
一
一
血
迭
ア
リ
タ
ル
者
」
や
「
此
ノ
度
耀
班
ノ
□
ム
ナ
キ
」
背
に
つ
い
て
は
、
「
事
情
ノ
真
二
巳
ム
ヲ
得
サ
ル
所
以
ヲ
納
得
セ
シ
ム
ル
」
と
と
も
に
、
そ
の
労
を
光
分
に
ね
ぎ
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
Ⅲ
淵
に
処
理
を
進
め
る
よ
う
に
と
も
記
さ
れ
、
措
置
の
完
了
後
に
報
告
を
す
る
こ
と
ま
で
も
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
通
牒
の
本
文
末
尾
に
は
、
「
追
テ
警
防
団
二
関
ス
ル
今
次
改
正
以
外
ノ
事
項
ニ
シ
テ
検
討
中
ノ
モ
ノ
ハ
決
定
ト
共
二
通
牒
ノ
手
筈
一
一
有
之
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
改
革
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
実
際
、
内
務
行
警
保
局
警
務
課
の
企
画
係
に
お
い
て
は
、
消
防
行
政
制
度
全
体
を
含
む
際
察
制
度
の
全
般
に
わ
た
る
改
故
の
検
討
が
、
早
く
も
敗
戦
の
翌
川
に
は
米
英
を
含
む
諸
外
同
の
鰐
察
抜
本
的
行
政
制
度
改
紘
に
お
け
る
潮
変
眺
と
破
け
性
（
寓
崎
）
几
し
る
剛
体
と
見
な
さ
れ
る
場
合
の
於
準
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
条
第
一
号
に
お
い
て
は
「
主
要
役
員
」
が
、
（
イ
）
節
二
条
に
よ
っ
て
解
散
し
た
団
体
の
桃
成
員
、
（
ロ
）
陸
海
軍
将
校
等
、
あ
る
い
は
（
ハ
）
意
兵
隊
や
特
務
機
関
等
に
勤
務
も
し
く
は
脇
〃
し
た
者
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
し
て
ま
た
、
第
二
号
に
お
い
て
は
、
「
構
成
員
」
の
四
分
の
一
超
が
第
一
条
な
い
し
第
二
条
の
規
定
に
よ
っ
て
解
散
を
命
じ
ら
れ
た
団
体
の
構
成
員
で
あ
っ
た
場
合
に
、
当
該
団
体
は
第
一
条
規
定
の
団
体
と
見
な
さ
れ
解
散
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れていた。
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し
か
し
、
悸
防
川
は
一
部
を
改
め
て
作
続
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
儒
防
川
合
の
一
部
改
正
か
ら
お
よ
そ
半
年
後
の
六月九日に地〃艀一系企Ⅲ委胤会のオランダー（○の８『の．○一目Ｑ①Ｈ、、、シガン州瞥察コミッショナー）報告、そして七
月一一二日に那巾警察改妓‐企山川のヴァレンタイン（旧の言厨】・ぐぃ一の口は。①元ニューヨーク巾警察コミッショナー）報告
の
要
旨
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
渉
外
局
よ
り
公
表
さ
れ
る
と
、
両
者
と
も
に
消
防
行
政
を
警
察
機
構
か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
調
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
点に関するＧＨＱの方針は明確になった。すなわち警防団には、組織の根本に係る変革が不可欠となったのであった。
オランダ１報告とヴァレンタイン報告以降も内務省は、「内務省による警察統制」に執心しつつ警察改革の案を立
て
て
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
を
繰
り
返
し
た
が
、
そ
の
間
に
警
防
団
を
廃
止
し
て
新
た
に
消
防
団
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
方
針
が
固
ま
っ
て
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
輔
四
時
九
八
制
度
の
研
究
か
ら
始
め
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
改
革
試
案
も
順
次
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
了
承
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
の
内
務
省
側
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
主
化
政
策
が
こ
の
先
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
の
見
通
し
は
た
た
な
い
。
警
防
団
令
の
改
正
か
ら
こ
の
通
牒
ま
で
四
○
日
を
要
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
周
到
な
準
備
に
時
間
を
要
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
を
探
る
こ
と
に
追
わ
れ
つ
つ
も
、
な
か
な
か
そ
れ
が
な
し
得
ず
、
さ
り
と
て
通
牒
を
あ
ま
り
先
送
り
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
内
務
省
と
し
て
は
、
最
小
限
の
改
変
に
止
め
て「警防Ｍノ実体二弱体化ヲ招来スルガ如キコト絶対ナカラシメ」ることこそ望ましいことであった。
い
つ
/こ
◎ 
一九四六（昭和二一）年一○月一一日、「憲法並びに地方制度の改正に伴ひ、警察制度に於ても、之が改正を為す
③
改
正
か
ら
廃
止
へ
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の
要
あ
り
」
と
し
て
、
「
警
察
制
度
審
議
会
設
置
に
関
す
る
件
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
種
の
審
議
会
に
は
、
直
前
の
九
月
二
八
日
に
発
足
し
た
地
方
制
度
審
議
会
の
例
が
あ
っ
た
。
知
事
を
公
選
制
に
切
り
替
え
る
な
ど
の
改
正
が
癖
り
込
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
第
一
次
地
方
制
度
改
革
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議
過
程
で
は
、
そ
の
改
妓
が
全
体
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
満
足
を
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
旧
本
国
政
府
は
、
次
の
通
常
議
会
に
お
い
て
必
ず
さ
ら
な
る
地
力
制
度
の
根
本
改
正
を
行
う
こ
と
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
約
束
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
地
方
制
度
調
査
会
は
、
そ
の
た
め
各
方
面
の
意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
設
置
さ
れ
た
。
知
事
の
身
分
に
関
す
る
問
題
は
、
第
一
次
地
方
制
度
改
革
の
と
き
に
焦
点
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
以
来
、
関
係
者
の
間
で
は
大
い
に
議
論
が
取
れ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
方
制
度
調
在
会
の
淵
雌
前
に
は
、
官
吏
か
ら
公
吏
へ
と
改
め
ら
れ
る
こ
と
が
折
り
込
み
済
み
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
内
務
省
の
想
い
と
は
裏
腹
に
警
察
制
度
も
そ
の
根
底
か
ら
改
め
ら
れ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
警
察
制
度
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
審
議
会
を
設
置
し
て
各
方
面
の
意
見
を
聴
く
手
続
き
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
警
察
制
度
審
議
会
の
第
一
回
総
会
は
、
翌
二
月
九
日
に
四
二
名
の
委
員
、
六
名
の
臨
時
委
員
、
一
九
名
の
幹
事
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
〈３）
た
。
曰
回
醐
大
村
淌
一
内
務
大
脳
の
挨
拶
の
後
、
姿
ｕ
長
に
大
久
保
冊
次
郎
衆
議
院
議
風
（
凹
川
党
）
が
選
ば
れ
、
次
い
で
内
務
大
脳
か
ら
の
諮
問
事
項
の
朗
読
と
そ
の
概
要
説
明
が
谷
川
昇
委
員
（
内
務
省
警
保
局
長
）
か
ら
あ
っ
た
。
警
防
団
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あった。岐
後
に
警
防
剛
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
幣
防
団
は
御
承
知
の
如
く
、
元
々
消
防
組
の
発
述
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
戦
争
巾
防
空の第一線に立ちまして、一般国民を指導して防空、防火の部面において強力な活動を展開しました結果、終戦
後戦争中の行動に対して一部の激しき攻撃を浴び、又一時その方向を失って虚脱状態にあったのではないかとも
抜
本
的
行
政
制
度
改
革
に
お
け
る
漸
変
性
と
破
行
性
（
宮
崎
）
九
几
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八
、
警
防
団
を
解
散
し
新
た
に
消
防
団
（
仮
称
）
を
設
け
る
こ
と
。
１
消
防
団
の
主
要
役
員
は
団
員
の
公
選
と
す
る
こ
と
。
２
荊
防
団
は
水
火
警
防
を
本
務
と
し
臨
時
必
嬰
あ
る
場
合
は
弊
察
署
長
の
要
諦
に
応
じ
防
犯
、
交
通
終
川
、
弊
術
等
に
つ
い
て
綴
察
需
議
は
二
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
消
防
制
度
に
つ
い
て
は
青
木
泰
肋
衆
議
院
議
員
（
進
歩
党
）
を
主
査
と
す
る
第
二
部
会
に
付
託
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
部
会
は
わ
ず
か
五
回
し
か
開
か
れ
て
い
な
い
。
総
会
は
三
回
、
う
ち
二
回
は
部
会
（
初
回
、
最
終
回
）
と
同
日
で
あ
っ
た
。
早
く
も
一
二
月
二
三
日
に
は
、
妓
終
部
会
の
開
催
後
に
総
会
が
附
か
れ
、
答
巾
が
決
定
さ
れ
た
。
警
防
Ⅲ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
た
。
３
強
力
な
常
設
消
防
機
関
を
有
す
る
大
都
市
に
於
て
は
消
防
団
を
設
け
な
い
で
も
よ
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
は
防
犯
、
警
を援助すること。
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
一○○
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
各
地
と
も
漸
く
活
気
を
取
戻
し
て
、
活
動
を
開
始
初
め
た
よ
う
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
警
防
団
は
、
全
国
的
に
統
一
あ
る
強
力
な
警
察
の
補
助
組
織
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
点
に
就
て
は
そ
の
性
格
等
に
つ
い
て
再
検
討
を
狸
す
る
も
の
が
多
々
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
怖
を
考
慮
致
し
ま
し
て
、
幣
防
Ⅲ
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
根
本
的
に
検
討
致
し
、
そ
の
細
織
を
民
主
化
す
る
と
共
に
、
水
火
災
の
予
防
に
つ
き
ま
し
て
も
、
直
ち
に
強
〃
な
る
機
能
を
持
つ
よ
う
に
再
編
成
す
る
こ
と
が
、
今
日
の
場
合
、
最
も
肝
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
が
組
織
、
権
限
等
に
つ
き
ま
（４） 
し
て
も
、
十
分
御
調
査
を
願
っ
て
御
意
見
を
拝
聴
致
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
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警
察
制
唆
瀞
議
会
の
答
巾
を
得
て
、
内
務
省
瞥
保
局
は
新
警
察
制
度
の
法
案
作
成
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
驚
察
制
度
瀞
議
会
に
お
け
る
中
心
主
題
は
、
警
察
制
度
の
地
方
分
椛
化
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
自
治
体
警
察
の
創
設
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
答
申
の
「
四
、
本
来
の
警
察
事
務
は
原
則
と
し
て
□
治
体
で
あ
る
道
府
県
及
び
都
市
に
委
せ
－
部
を
国
家
に
留
保
す
る
こ
と
。
但
し
治
安
の
現
況
と
警
察
職
務
の
特
殊
性
を
考
え
て
、
都
市
に
対
す
る
移
管
は
漸
進
的
に
之
を
行
う
こ
と
と
し
、
取
敢
え
ず
大
都
市
に
止
め
る
こ
と
」
を
制
度
に
実
現
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
な
お
で
き
る
限
り
の
鵬
椛
擶
造
の
冊
保
を
図
る
内
務
省
の
券
え
方
と
隔
た
り
が
あ
り
、
い
く
つ
か
作
成
さ
れ
た
制
度
改
正
案
は
、
こ
と
ご
と
く
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
反
発
を
受
け
た
。
た
だ
し
、
そ
の
際
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
当
初
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
窓
口
と
な
っ
た
Ｇ
２
公
安
課
は
比
較
的
理
解
を
示
し
た
と
い
う
が
、
地
方
制
度
の
根
本
改
載
を
志
向
し
て
い
た
Ｇ
Ｓ
（
民
政
局
）
は
理
想
主
義
を
掲
げ
て
徹
底
的
な
民
主
化
に
こ
だ
わ
り
、
態
度
は
非
常
に
頑
な
で
あ
っ
た
。
答
申
か
ら
約
一
カ
月
後
の
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
月
二
七
日
、
早
く
も
木
村
内
務
大
臣
は
、
地
方
長
官
会
議
に
お
い
て
「
五
月
の
憲
法
実
施
と
同
時
に
、
理
想
的
な
改
革
案
を
実
行
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
不
可
能
で
あ
り
ま
し
て
、
経
済
的
に
は
現
在
の
制
度
を
、
新
地
（６） 
方
制
度
と
適
応
す
る
限
り
に
於
て
当
分
存
続
す
る
ほ
か
な
い
》
」
と
は
川
で
あ
り
ま
す
」
と
見
通
し
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
ほ
ど
な
く
内
務
抜
本
的
行
政
制
度
改
球
に
お
け
る
断
変
性
と
雌
行
性
（
懲
崎
）
一○一
二
消
防
団
令
の
公
布
（５） 
伽
、
交
通
擁
哩
等
の
柵
肋
の
為
特
別
の
団
体
を
設
け
る
｝
」
と
。
Ⅲ
急
が
れ
た
消
防
団
今
Hosei University Repository
以来、公職追放の対象と規模は順次拡大されていった。｜年後の一九四七（昭和二二）年一月四日には、前年の勅
令第一○九号が全面的に改正されて、政界、経済界、言論界におよぶ追放対象のいっそうの拡大と恩給・年金等の受
給権の剥奪など内容の強化も行われた。さらに同日、「市町村長の立候補禁止等に関する勅令」（勅令第三号）、「町内
会部落会又はその連合会の長の選挙に関する勅令」（勅令第四号）も公布され、戦時中から引き続いて市町村長、肋
一
方
、
前
年
一
月
四
日
に
は
、
先
に
ふ
れ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
「
或
極
ノ
政
党
、
政
論
的
結
社
、
協
会
及
典
他
団
体
ノ
廃
止
ノ
件」と同時に「公務従事二適セザル者ノ公職ヨリノ除去二関スル件」〔日本帝国政府宛（シ○○巴・］○の）〕が発せら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
承
け
た
勅
令
第
一
○
九
号
「
就
職
禁
止
、
退
官
、
退
職
等
二
関
ス
ル
件
」
の
公
布
（
二
月
二
八
日
）
か
ら
公
職
追
放
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
一○二
省は新憲法が施行される五月三日を期して新たな警察制度に転換することを諦めた。
そこで、二月二二日には、植原悦二郎後継内務大臣が警察制度審議会に対して「改正憲法施行に伴う警察制度改革
の
経
過
的
措
箇
は
如
何
に
す
べ
き
か
」
を
追
加
諮
問
し
た
。
答
申
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
得
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
警
察
法
を
な
る
べ
く早い機会に提案することが求められるとともに、経過的措置として、警察行政の単位を現状のまま道府県の区域に
よ
る
こ
と
、
警
察
行
政
は
当
分
の
間
公
選
さ
れ
た
道
府
県
知
事
に
委
任
す
る
こ
と
（
た
だ
し
、
中
央
政
府
は
指
揮
監
督
権
と
幹
部
任
免
権
を
留
保
）
、
警
視
庁
は
現
状
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
消
防
は
な
る
べ
く
早
い
機
会
に
警
察
か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
が
暫
ら
く
は
、
な
お
従
来
の
制
度
に
よ
る
こ
と
」
が
、
「
公
共
の
安
寧
秩
序
の
保
持
と
、
地
方
自
治
の
円
満
な
発
達
の
た
め
適
当
で
あ
る
」
と
された。こうして消防行政の轡察制度からの分離も含め、際察制度の抜本的改赦は、新慰法施行以後に持ち越される
こ
と
に
な
っ
た
。
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洲
防
川
令
を
儒
防
川
合
と
の
比
較
で
見
る
と
、
そ
の
主
な
特
徴
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
まず、消防団合では、その第一条に消防Ｍの目的が「郷土愛護の精神を以て社会の厄災を防止すること」と明記さ
れ
た
。
そ
し
て
、
警
防
団
令
第
一
条
は
「
警
防
団
ハ
水
火
消
防
其
ノ
他
ノ
警
防
二
従
事
ス
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
消
防
団
は
「
水
火
災
の
予
防
、
警
戒
及
び
防
圧
、
水
火
災
の
際
の
救
謹
並
び
に
そ
の
他
の
非
常
災
害
等
の
場
合
に
お
け
る
警
戒
及
び
救
護
に
従
事
す
る
も
の
と
す
役
、
町
内
会
長
、
部
落
会
長
等
の
地
位
に
あ
る
者
が
退
職
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
将
来
に
わ
た
る
立
候
補
も
制
限
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
警
防
団
の
廃
止
と
消
防
団
の
創
設
は
に
わ
か
に
急
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
警
察
制
度
審
議
会
答
申
に
艦
り
込
ま
れ
て
い
た
と
お
り
、
警
防
川
を
解
散
し
新
た
に
消
防
団
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
基
本
的
な
異
論
は
な
く
、
ま
た
内
務
省
警
保
同
と
し
て
も
す
で
に
折
り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
警
察
制
度
の
抜
本
改
革
ま
で
そ
れ
を
待
つ
こ
と
と
す
る
と
、
上
記
の
と
お
り
、
す
で
に
町
内
会
長
・
部
落
会
長
ま
で
公
職
追
放
が
及
ん
だ
こ
と
か
ら
、
警
防
団
幹
部
に
至
る
ま
で
追
放
の
対
象
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
で
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
せ
め
て
瞥
防
川
長
だ
け
は
追
放
に
か
か
ら
な
（７） 
いようにしなければなら一ない」と作業が急がれ、「三月いっぱいかかって」澗防剛令が立案された。ＧＨＱの了承も
得
ら
れ
、
極
め
て
速
や
か
に
法
制
局
滞
在
も
汕
過
し
て
、
洲
防
川
令
は
、
一
九
Ｎ
し
（
昭
和
ユ
ニ
）
年
孤
Ⅱ
一
Ｈ
に
勅
令
第
一
ハ
パ
号
と
（８） 
し
て
公
布
、
即
日
施
行
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。
る」と規定された。
儒防川の設慨は、市町村長の巾耐もしくは峨椛によって地方長官（火皿では降視総驍）が行っていたが（濡防川合
抜本的行政制度改航における潮変性と践行性（宮澗）
一○三
②
椚
防
川
令
の
概
要
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（川〉
条）。また、地力長向は、騨防川ｕの服務紀律および懲戒に側する規朧を定める権限を存しており（弊防川合第一三条）、
瞥防団且の定且、給与および必要投伽資材については、巾川村の議会に諮問したうえで定める椛限も有していた（縣
洲
防
炎
戯
会
は
、
洲
防
川
合
に
お
い
て
川
設
さ
れ
た
も
の
で
、
「
市
町
村
長
の
求
め
に
応
じ
、
こ
れ
に
洲
防
川
風
た
る
べ
き
将
を
雌
嚇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
ほ
か
（
第
八
条
第
五
項
）
、
消
防
川
に
関
す
る
璽
嬰
事
項
に
つ
い
て
関
係
行
政
庁
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
の
義
務
を
有
し
（
同
条
第
三
項
）
、
ま
た
関
係
行
政
庁
に
建
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
第
四
項
）
。
消
防
委
員
会
は
、
市
町
村
に
そ
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
（
第
八
条
第
一
項
）
、
「
市
町
村
長
、
消
防
団
長
、
所
維
荊
防
署
長
及
び
所
轄
警
察
署
長
並
び
に
市
町
村
会
議
貝
及
び
学
識
経
験
の
あ
る
背
勝
子
人
を
以
て
こ
れ
を
組
織
す
る
」
と
さ
れ
た
（
何
条
第
二
項
）
。
か
っ
て
地
〃
長
官
は
、
締
防
川
に
対
す
る
艦
将
椛
を
有
し
、
悴
察
将
腿
が
地
力
艮
宵
の
命
を
承
け
て
悴
防
川
の
指
抓
慌
粁
を
行
い
（
弊
防
Ⅲ
令
節
八
条
）
、
杵
防
川
の
行
肋
は
「
緊
急
巳
ム
ソ
件
ザ
ル
場
合
」
以
外
は
弊
察
部
長
ま
た
は
稗
察
将
艮
の
脂
抓
に
従
う
こ
と
と
さ
れ
（９） 
ていた（幣防川令第几条）。しかし、消防川は、伴察祁艮または焼察料長の所緋の下に（、肋すると改められた（蛎九
を長一輔
ili之IIDiiil1i二
Ⅲ「ソ～<防条
村命一｜､I｜～〈
職i１＄;灘１１へ’､j’なおＴｌｉ蛎灘よ＿爪'Ⅷびと塁さ諏繍ｉ、ｌ〈ｆｉｉｉｆｌｉｉｌ１ｉ可Ｉ雛jiiii羅委ｒｉＭｋＷ ､で１７こ
そｉｌ１ｉ、と
の防此が
(［委ノで
１０１貝他き
は会ノる
uLIの｜Ｊ１が ○ ｲｌＲｌｌＩｉ員／～ｌ１Ｉ１
：Ｗ＃;１１ 
れた察条
た者鰐節
（箙七条）。
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ま
た
、
附
川
で
は
、
第
一
号
で
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
、
第
二
号
で
悴
防
Ⅲ
令
等
を
廃
止
す
る
こ
と
、
そ
し
て
節
二
号
で
は
「
こ
の
勅
令
施
行
の
際
現
に
〃
す
る
憐
防
川
に
つ
い
て
は
、
こ
の
勅
令
に
よ
る
澗
防
川
が
そ
の
区
域
に
投
世
さ
れ
る
ま
で
は
、
従
前
の
将
防
川
令
は
、
な
お
、
そ
の
効
力
を
行
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。
条）。 服Ｐｌｉ知’１１にて－.防な袋街１『令将必、’１１１１ﾘ｜
お及をＩこ節防要当条令
、び祝は一ｌｉｌｌな該節第
消給察、六に設条－－
１擁iiさｗ＃ｌｗｊ蝉i蝿ｻﾞ曇騨Bfllll憎緊},'i１$繊鵬饗耀llIllli澱,,１Ｍ雛蕊ⅧⅢMi1fli鍼譲1鯰!熟＃ら－な。に町＃亟ＫｉＷ｣Ｘ老いしると、現負六、しにこさそｉｌＩ１１鑿ｉＭｉ鮒叫礒さ､はてら゜れ与れ’１１１実６兄ま鏑にた扮施なれた二つ、におば、」Ⅱい’－， 節慾っ、ｉｉｉｌｊＩこて
戒いＩ(｝弊防おは
三、てり,Ｌ防団い第
澗
防
川
令
の
制
定
に
伴
い
、
そ
の
川
知
と
川
柵
な
実
施
の
た
め
に
内
務
肯
か
ら
内
務
次
官
名
と
弊
係
同
腫
名
の
二
つ
の
迦
牒
が
、
と
も
抜
本
的
行
政
制
喚
改
赦
に
お
け
る
新
変
性
と
践
行
性
（
宮
崎
）
一○瓜
㈹
而
防
団
令
制
定
に
と
も
な
う
通
牒
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
一○六
に一九四七（昭和二二）年五月一日付けで府県知事等に宛てて発せられた。これらには、洞防川令を解説する趣旨に
（Ⅱ） 
加
え
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
処
体
的
な
指
示
が
〈
田
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
内
務
次
官
名
で
、
警
視
総
監
、
東
京
都
長
官
、
北
海
道
庁
長
官
お
よ
び
府
県
知
事
宛
て
に
発
せ
さ
れ
た
「
消
防
団
令
制
定
に
関
す
る
件
」
（
内
務
行
発
警
第
八
二
号
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
消
防
団
令
の
制
定
公
布
と
そ
れ
に
と
も
な
う
警
防
川
令
の
廃
止
を
伝
え
て
い
た。そ
し
て
、
こ
れ
に
続
い
て
以
下
の
八
項
目
が
達
せ
ら
れ
た
。
第一の項月は、消防団令の警防団令と異なる主要な点の指摘であった。ここでは、①「その性格を郷士愛護の精神
警般つにが１１１
防のつ（よ、改特
|､IｌIlillあ戦なＴＩＬ防
令度る１１$お等川
は一火ｌｌ１その令
廃新災のの件は
I|：の充ｉｉｈＩｌｌｉ－、
向建％|,Mli竿lii
2lii1llIMfi案ｌ１ｊｉ
と応にさてに空
にすてれ完よ）１ｋ
なるらつ全Ｉ）勝
ったしつに応の
ためてあは急１１１１
の、６る戦的滅
で今誠状｜聯にに
ﾉAliiilMl；lii('ｉ 
記令心り仏｜'｜、
各第にし拭令｜IH
Iｎ百１１‘てさ［|ルド'１
{Ｗ八え’１１れ一二
綿MlFiil上
上号の来なｉｌ；イド
、をでをいざ勅
ii1i以あ厄憾れ今
Ｍそｶﾞﾄﾞﾈｻﾞﾄﾞ;ｌｉ
令消で志あ防１．
の防、気るト'’二
巡卜１１こｉｌｌののｌナ
１１｜令れＩじみｕｌｊへ
指がらのな風行
導ilillの伽らも政
に定ｉｉｈＩｒｉ]ず一終
辿公点も、部’''１
憾布を兇更縮実
なさＭｌｌらに少施
きれ斬れ’､１１しの
を、すてＬｉて為
１０ｌこる、｜÷１１１Jに
せれと特体、；す
ら’ことにのにる
れ伴もノl＆１１１顎！'｛たいに近につjj（
い従｜正Ｉ激もてＩｉｌｌ
ｏ来ＩＡｌｌＷ－い’１ミイ
命の諸し部ろ制
によって通達する。
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第二の項阿は、府県知事等が、警防団員および一般に対して消防団令の趣旨の普及徹底を図ることであった。
第三の項目には、府県知事等に対して市町村に聞かれる消防委員会への指導が求められていた。「消防の実効を拳
ぐ
る
に
は
強
力
な
る
消
防
団
の
設
置
に
俟
つ
と
こ
ろ
極
め
て
大
な
る
も
の
あ
る
を
以
て
消
防
委
員
会
を
し
て
有
能
な
る
人
材
を
団
員
に
推
薦せしめる如く指導すること」という記述であった。
第
四
の
項
目
で
は
、
市
町
村
に
対
す
る
指
導
事
項
が
挙
げ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
た
に
市
町
村
の
事
務
と
さ
れ
た
、
条
例
の
制
定
、
諸
帳
簿
の
籍
備
、
設
備
の
充
実
、
消
防
委
員
会
の
逆
営
、
団
長
お
よ
び
副
団
長
の
選
挙
事
務
等
に
つ
い
て
「
指
導
よ
る
し
き
を
得
る
こ
と」とされ、さらに「市町村吏員の中に澗防事務の担当者を設くること」、「市町村当局と消防団幹部との常時緊密な
る
述
鵬
を
保
大
し
む
る
こ
と
」
お
よ
び
「
消
防
団
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
努
め
て
消
防
委
員
会
を
活
川
し
こ
れ
が
活
発
な
る
迎
営
を
図
る
こ
と
」
と
比
較
的
細
か
な
珈
項
ま
で
記
述
さ
れ
た
。
第
狂
の
項
目
で
は
、
消
防
団
に
関
す
る
事
務
の
多
く
が
巾
川
村
に
属
す
る
よ
う
に
な
る
と
は
い
え
、
各
府
県
の
鰐
察
部
（
東
京
都
に
お
い
て
は
警
視
庁
）
、
消
防
署
お
よ
び
警
察
署
に
お
い
て
は
、
消
防
団
の
捕
揮
訓
練
等
で
そ
れ
ぞ
れ
の
長
に
留
保
さ
れ
る
責
任
も
あ
る
の
で
、
「
従
来
の
警
防
団
に
お
け
る
以
上
に
市
町
村
と
密
接
な
る
連
絡
を
保
ち
橘
極
的
に
諸
帳
簿
の
整
備
等
に
努
め
指
導
監
督
及
び
訓
練
を
行
う
抜
本
的
行
政
制
度
改
革
に
お
け
る
新
変
性
と
跳
行
性
（
宮
崎
）
一○七
を以て社会の災厄を防止する義男団体たらしめたこと」、②「従事する業務は消防を主たる伍務としたこと」、③「設
置及び組織を民主化したこと」、④「椚防団の迎営を強化するために新たに澗防委員会の制度を設けたこと」、⑤「警
察部長（東京郎においては際視総慌以下同じ）又は澗防幣長称しくは瞥察砦長の所韓の下に川長も洲防団の指揮及び
訓
練
を
行
い
得
る
の
途
を
拓
い
た
こ
と
」
、
⑥
「
消
防
川
に
関
す
る
酬
務
を
大
偏
に
市
町
村
に
移
し
た
こ
と
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
筒
条
諜
きの形式で並べられた。
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し
か
し
、
車
な
る
解
釈
の
提
示
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
消
防
団
令
第
一
条
の
「
そ
の
他
の
非
常
災
害
等
の
場合」について、「風害震災等の所謂天災地変の外暴勅浴しくは騒擾の発生又は強懇犯罪の頻発等社会の不安符しく
第
六
の
項
目
は
、
澗
防
団
の
団
長
お
よ
び
副
団
長
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
「
胴
防
団
長
は
警
察
部
長
ま
た
は
消
防
署
長
若
し
く
は
警
察
署
長
の
「
所
轄
の
下
』
に
消
防
団
の
指
導
訓
練
を
行
い
得
る
こ
と
と
な
」
っ
た
の
で
、
団
長
お
よ
び
副
団
長
の
選
出
に
は
「
市
町
村
民
及
び
団
員
の
輿
望
を
に
な
い
且
つ
真
に
指
揮
能
力
あ
る
人
物
」
が
望
ま
し
い
と
記
さ
れ
た
。
第
七
の
項
目
で
は
、
消
防
団
令
「
附
川
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
警
防
団
令
の
有
効
期
間
は
、
遅
く
と
も
本
年
十
月
三
十
一
町
を
以
て
終
了
せ
し
む
る
こ
と
」
と
、
具
体
的
に
Ⅲ
限
を
示
し
て
、
附
防
川
の
投
慨
を
急
ぐ
べ
き
こ
と
が
一
小
さ
れ
た
。
節
八
の
項
Ｈ
は
、
警
防
団
の
解
散
に
際
し
て
「
功
紬
あ
り
し
Ⅲ
長
そ
の
他
関
係
者
に
表
彰
状
或
い
は
感
謝
状
を
州
ろ
等
そ
の
労
を
柏
う
の
方
途
を
識
ず
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
次
に
、
よ
り
細
か
な
内
容
を
含
む
警
保
局
長
名
の
通
牒
「
消
防
団
令
制
定
に
つ
い
て
」
（
警
保
局
消
防
発
叩
第
二
号
）
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
も
宛
先
は
、
警
視
総
濫
、
東
京
都
長
有
、
北
海
道
庁
長
官
お
よ
び
各
府
県
知
事
で
あ
っ
た
。
水
瞥
保
局
長
通
牒
で
は
、
消
防
川
合
中
の
「
消
防
川
に
関
す
る
諏
要
事
項
」
に
は
「
洲
防
水
利
、
祁
巾
計
画
、
建
築
、
道
路
、
林
野
、
防
火
線
、
非
常
災
害
に
お
け
る
粋
戒
及
び
救
謎
等
広
汎
な
る
蛎
項
を
も
含
む
」
こ
と
、
同
じ
く
「
所
緋
の
下
に
」
と
は
「
広
く
脂
導
慌
勝
指抑及び命令を含む６のなること」、また「設備資材」には、①「消防主力機械器具」、②「機械器具置場」、③「警
鐘台及び望楼」、④「消防水利施設」、⑤「火災通信施設」、⑥「救急設備」のそれぞれが含まれること、といった川
語
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こと」が求められた。
法
学
志
休
第
九
十
八
巻
箙
Ⅲ
号
一
○ 
八
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実
際
に
行
使
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
新
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
消
防
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
委
員
に
光
っ
べ
き
市
町
村
会
議
員
及
び
学
識
経
験
あ
る
者
の
数
は
適
宜
に
条
例
を
以
て
定
む
く
き
も
概
ね
各
三
人
乃
至
万
人
を
適
当
と
す
る
こ
と
」
、
「
水
害
又
は
森
林
火
災
の
虞
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
所
轄
土
木
出
張
所
長
等
の
土
木
関
係
機
関
又
は
森
林
関
係
者
を
学
識
経
験
あ
る
者
を
し
て
委
員
巾
に
加
う
る
を
適
当
と
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た
構
成
に
係
る
事
実
上
の
追
加
規
定
と
も
い
う
べ
き
基
準
も
示
さ
れ
、
同
委
員
会
が
消
防
団
員
た
る
べ
き
者
を
推
薦
す
る
際
に
は
「
澗
防
団
員
に
は
満
十
八
才
以
上
に
し
て
身
体
強
健
素
行
善
良
な
る
者
を
推
薦
せ
し
む
る
如
く
指
導
す
る
こ
と
」
や
、
団
員
の
定
員
に
閃
す
る
条
例
の
認
可
慕
準
と
し
て
、
人
口
と
設
備
資
材
に
応
じ
た
数
を
も
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
認
可
そ
の
他
の
権
限
の
一
部
は
こ
れ
を
消
防
署
長
又
は
警
察
署
長
に
委
任
す
る
こ
と
を
得
る
」
と
明
記
さ
れ
、
消
防
署
長
な
い
し
警
察
署
長
が
条
例
の
認
可
権
ま
で
も
警
察
力
の
み
を
以
っ
て
し
て
は
到
底
警
戒
の
万
全
を
期
し
難
き
場
合
を
も
含
む
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
消
防
団
が
な
お
警
察
機
構
の
補
完
勢
力
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
通
常
、
消
防
団
に
関
す
る
主
管
事
務
は
、
消
防
事
務
担
当
主
務
課
（
消
防
署
の
管
轄
腫
域
に
お
い
て
は
消
防
署
）
が
担
当
す
る
が
、
こ
の
「
非
常
災
害
等
の
場
合
」
に
お
け
る
警
戒
お
よ
び
救
護
に
関
し
て
は警備関係主務課および警察署で扱うともされ、さらに「水災に関する訓練及び実地指揮に当りては土木関係機関と
な
お
、
確
認
的
事
項
で
は
あ
る
が
、
消
防
団
員
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
消
防
団
が
勅
令
第
一
○
一
号
第
阿
条
に
よ
っ
て
解
散
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
念
を
押
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
警
防
団
か
ら
の
連
続
性
を
約
束
す
る
項
目
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
設
備
資
材
に
つ
い
て
「
差
当
り
従
来
の
警
防
団
の
有
す
る
もの全部を以てこれに充てしむること」をはじめ、服務紀律および懲戒規程は「差し当り従来の警防団の例を基準と
抜
本
的
行
政
制
度
改
革
に
お
け
る
噺
変
性
と
破
行
性
（
宮
崎
）
一○九
緊
密
な
る
連
携
を
保
つ
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
た
。
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依命通達「消防団令の制定公布について」（公安発第二八二三号）は、市長、県下各地方事務所長および県下各警
〈旧）
察署長宛てに発せられた。その本文は極めて短いので、以下に全文引用する。
尤
○ また、消防団員の給与に関して、「常備消防」すなわち常勤者については当該市町村の一般現業吏員の待遇と同等
以
上
、
そ
の
他
の
消
防
団
員
に
つ
い
て
は
死
傷
の
際
の
弔
慰
金
、
出
動
手
当
、
技
術
手
当
等
の
諸
手
当
を
従
来
の
警
防
団
以
上
に
「
増
額
せ
し
む
る
如
く
努
む
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
練
に
つ
い
て
も
が指示された。 法学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
二
○
して指導すること」、服装や団旗等については「当分の間なお従来の警防団のものを利用せしむること」とされ、訓
練についても一‐差し当り警防団操典、警防団礼式令、警防団点検規則、消防『ポンプ』操法の内容を参酌する」こと
消
防
団
令
の
制
定
公
布
と
そ
れ
に
と
も
な
う
内
務
次
官
お
よ
び
警
保
局
長
か
ら
の
通
牒
を
承
け
、
各
都
道
府
県
は
、
そ
れ
ぞ
れ
消
防
団
の創設と警防団の廃止およびその消防団への引継作業にあたった。以下、Ｍ県におけるその受容過程を概観する。こ
の過程は、Ｍ県においては一九四七（昭和二一一）年五月一三日付けの県総務部長・警察部長連名の依命通達に始まつ
三
Ｍ
県
に
見
る
消
防
団
令
の
受
容
過
程
Ⅲ
Ｍ
県
に
お
け
る
消
防
団
令
に
と
も
な
う
依
命
通
達
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ま
た
、
後
段
で
は
、
条
例
案
等
を
県
が
準
燗
し
「
辿
っ
て
脂
示
す
る
予
定
で
あ
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
側
係
は
Ⅲ
川
皮
に
お
い
て
一
般
的
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
四
日
後
の
爪
Ⅱ
一
七
川
に
は
、
二
件
の
迦
述
が
兆
せ
ら
れ
た
。
一
つ
は
「
澗
防
団
令
制
疋
に
伴
う
弊
防
川
の
迎
徴
に
つ
い
て
」
（
公
安
発
第
二
八
二
四
号
）
で
あ
り
、
県
儒
察
部
長
街
で
県
下
各
弊
察
鍔
長
宛
て
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
の
「
消
防
団
投
俶
並
びに轡防剛解散の描慨について」（公安充輔一一八二五号）は、県総務部長と県弊察部長の迎名で県下各地方事務所長
お
よ
び
県
下
名
勝
察
将
長
宛
て
に
発
せ
ら
れ
た
。
抜
本
的
行
政
制
血
改
峨
に
お
け
る
柵
変
性
と
破
け
性
（
樹
崎
）
一一一
こ
の
本
文
に
続
い
て
添
付
さ
れ
た
通
牒
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
内
務
次
官
と
警
保
局
長
の
通
牒
が
発
せ
ら
れ
た
の
は
五
月
一
日
で
あ
り
、
本
依
命
通
達
は
五
月
一
一
一
一
日
付
け
で
あ
る
。
こ
の
間
、
五
月
三
日
に
は
日
本
国
憲
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
内
容
の
兄
画
し
ど
こ
ろ
か
二
一
一
ｍ
の
付
言
す
ら
な
く
、
県
総
務
部
長
と
警
察
部
長
は
、
た
だ
そ
の
ま
ま
に
伝
え
て
い
る
０ らに
ＩｉｌＩれつ囮
、たい家
解いてＷｉｉ１ｉ
組。内述防
に命；傍のｌｉｌｌ
(|《に次た今
ふよ官めの
#111つ及にIlill
部てび、定
へｊｕｊ際国公
条述保内ｎｊ
ｌｌｉｌす局あに
案る長らつ
！（・かゆい
のらるて
他迦Ilill
￣牒度
にへ１こ
つｚｊ：検
い添討
て付を
(よ－，１１
、がへ
iｕ発11111
つせＷ｢
てら強
1５れ化水てさ
すいれ
るるて
詮２２
で、が
あそ、
るの今
か指般
ら導ｉｉｌｉ
ｌｌｌ取防
し扱｜]｜
添いイテ
えに力く
る過ルリ
。漏疋
のさ
なれ
い、
Ｊ〈そ
うの
野迎
め川
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消
防
団
令
制
定
に
伴
う
警
防
団
の
迩
営
に
つ
い
て
今
回
、
消
防
団
令
が
制
定
公
布
さ
れ
た
の
で
、
従
来
の
際
防
団
は
漸
次
改
組
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
消
防
団
の
設
悩
完
了
迄
に
（
マ
マ
》
は
、
条
例
の
制
定
及
び
認
可
、
消
防
委
員
会
の
設
世
竝
び
に
団
員
の
任
命
、
団
長
副
団
長
の
選
挙
、
幹
部
の
任
命
等
、
柵
等
の
時
日
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
間
の
経
過
的
措
世
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
令
附
Ⅲ
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
現
在
の
懸
防
団
が
そ
の
業
務
に
従
事
す
る
は
勿
論
、
団
の
組
織
迦
営
も
従
来
の
警
防
団
令
に
よ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
特
に
妓
近
激
蝋
し
つ
つ
あ
る
火
災
発
生
に
対
し
些
か
も
間
隙
を
生
ぜ
し
め
な
い
一
面
、
団
員
の
志
気
を
汎
喪
さ
せ
な
い
よ
う
愈
々
郷
士
愛
謹
の
精
神
を
作
興
し
て
、
火
災
の
予
防
磐
戒
並
び
に
防
圧
に
有
終
の
成
果
を
発
抑
さ
せ
る
よ
う
階
過
さ
れ
た
い
。
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
● 
前
者
は
、
以
下
の
と
お
り
聴
く
、
幣
察
内
部
の
指
揮
文
書
で
あ
っ
た
。
一
、
消
防
団
設
置
ま
で
の
経
過
的
描
世
に
つ
い
て
別に通牒した通り、改組の間隙を、団員の志気沮喪の阻止に努めること。
二
、
消
防
団
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
条
例
草
案
を
送
付
し
、
市
町
村
事
務
の
緩
和
と
澗
防
団
設
置
の
急
速
化
を
図
り
、
六
月
中
に
完
了
す
る
こ
と
。
三、消防委員会の設置について
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
、
以
下
の
七
項
目
に
わ
た
る
惜
避
方
針
を
伝
え
る
指
示
文
書
で
あ
っ
た
。
一 一一
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こ
こ
に
は
日
程
に
関
す
る
指
示
以
外
に
、
な
お
条
例
を
県
知
事
に
お
け
る
認
可
事
項
と
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
「
或
る
鵬
度
の
一
元
化
を
図
る
た
め
」
と
い
う
一
言
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
の
依
命
通
達
で
Ｔ
告
さ
れ
て
い
た
条
例
案
が
こ
の
通
達
に
は
添
付
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
本
件
に
関
す
る
事
務
処
理
の
進
捗
を
も
考
慮
に
入
れ
、
こ
れ
が
促
進
の
方
途
に
資
す
る
た
め
、
市
町
村
の
新
た
に
措
橿
さ
れ
る
事
項
中
、
特
に
留
意
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
条
例
に
つ
い
て
、
｜
応
試
案
を
作
成
し
た
の
で
、
参
券
と
し
て
新
制
消
防
川
の
発
足
及
び
そ
の
後
の
発
達
強
化
を
川
す
る
よ
う
致
さ
れ
た
い
」
と
記
さ
れ
、
明
ら
か
に
川
日
前
の
迦
達
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
微
妙
な
配
慮
が
伺
え
る
。
抜本的行政制度改革における潮変性と践行性（宮崎）
一一一一一
七
、
災
害
そ
の
他
警
報
に
つ
い
て
六
、
警
防
団
功
労
者
に
つ
い
て
五
、
認
可
の
形
式
に
つ
い
て
消防委員会は、消防団訶
四
、
消
防
団
の
設
悩
に
つ
い
て
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
ら
、
県
下
一
円
に
統
一
の
狸
を
認
め
る
の
で
、
迫
っ
て
指
示
す
る
。
或る限度の一元化を図るため、県知訓において認可することとする。
一
定
の
基
準
を
設
け
、
所
幣
警
察
署
長
の
報
呰
に
依って瓢杉する。
そ
の
飛
準
及
び
表
彰
の
方
法
は
別
に
決
め
る
。
消
防
団
設
置
の
基
盤
と
な
る
の
で
、
引
続
き
団
員
の
詮
考
に
う
つ
り
、
八
月
中
に
完
了
す
る
こ
と
。
六
月
中
に
完
了
す
る
こ
と
。
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Ｓ
巾
に
残
る
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
六
川
二
日
立
案
、
同
月
一
一
、
市
長
決
裁
の
起
案
文
書
「
消
防
川
令
の
制
定
に
つ
い
て
」
で
は、本文中の「至急準備を進められたい」という文が棒線で消され―‐立案中であるが、下取敢高覧に供する」と直さ
れたうえで、「澗防委圃会の設置」の項には「当月中に」、「団員」「団長並びに副団長」「分Ⅲ良、部長、班長」の項
に
は
そ
れ
ら
を
括
弧
で
つ
な
い
で
「
遅
く
も
九
月
中
」
と
書
き
込
み
が
見
え
る
。
す
で
に
こ
の
時
点
で
、
上
述
し
た
県
か
ら
の
通
達
「
消
防
Ⅲ
設
徴
並
び
に
悴
防
川
解
散
の
措
置
に
つ
い
て
」
（
八
月
―
し
日
）
に
示
さ
れ
た
日
際
か
ら
の
遅
れ
が
見
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
法
把
工
心
休
第
九
十
八
巻
鋪
川
場
一一川
と
は
い
え
、
こ
の
と
き
既
に
施
行
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
法
で
は
、
「
第
十
章
監
督
」
に
お
い
て
第
二
五
一
条
に
挙
げ
ら
れ
た
市
町
村
の
名
称
変
更
を
定
め
る
条
例
な
ど
の
例
外
を
除
き
、
第
二
五
二
条
に
お
い
て
「
並
川
迦
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
を
設
け
又
は
改
廃
し
た
ときは、政令の定めるところにより、所輔行政庁にこれを報告しなければならない」と規一定されていた。すなわち、
市
町
村
条
例
の
制
定
、
改
廃
は
、
原
川
と
し
て
知
事
へ
の
報
告
で
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
通
達
に
よ
っ
て
知
事
の
認
可
事
項
と
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
っ
た
。
な
お
、
地
力
目
沿
法
の
政
府
原
案
で
は
、
Ⅲ
市
制
町
村
制
に
あ
っ
た
条
例
制
定
改
廃
に
関
す
る
知
事
の
許
可
制
度
を
な
る
べ
く
維
持
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
第
二
五
一
条
に
「
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
を
設
け
又
は
改
廃
す
る
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
所
鞘
行
政
庁
の
許
可
を
受
け
又
は
こ
れ
に
対
し
州
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
こ
れ
を
許
さ
ず
、
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
地
方
自
治
法
は
三
月
二
八
日
に
可
決
さ
れ
、
四
月
一
七
日
に
公
布
さ
れ
て
い
る
の
で
、
警
防
団
令
か
ら
消
防
川
令
へ
の
制
度
変
革
過
鯉
は
、
尖
は
そ
の
は
じ
め
か
ら
肢
行
的
に
進
行
し
て
い
た
と
い
え
る
。
る
０ 
②
Ｓ
市
に
お
け
る
消
防
団
の
設
置
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消防委員会の準備は急がれた。「Ｓ市消防委員会条例」は六月二三日に議会に提案され成立、どうにか六月以内を
果たした。しかし、同条例にもとづく委員の就任要請は七月三日から五日の間に行われ、後にみるように初回の委員
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
七
月
二
日
で
あ
っ
た
。
「Ｓ巾荊防委員会条例」は、以下の川条と附則から成っていた。
第
三
条
消
防
委
貝
会
に
幹
事
及
び
書
記
を
置
き
、
市
長
が
こ
れ
を
命
免
又
は
委
嘱
す
る
。
②
幹
事
及
び
書
記
は
、
議
長
の
命
を
受
け
て
庶
務
に
従
事
す
る
。
第
四
条
消
防
委
員
に
対
し
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を
、
幹
事
及
書
記
に
給
料
若
く
は
手
当
及
び
旅
費
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
、
警
察
署
長
た
る
委
員
に
対
し
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
抜本的行政制血改雌における潮変性と破行性（宮崎）
》一Ⅲ
③
市
長
が
消
防
委
員
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
予
め
各
委
員
に
、
日
時
、
場
所
及
び
会
議
に
附
議
す
る
事
項
を
通
知
し
な
第一条委員の定数を九名と定め、市会議員及び学識経験者の巾よりは各三名を委嘱するものとする。
②
前
項
の
委
員
に
し
て
市
会
議
員
に
つ
い
て
は
議
会
の
決
議
に
よ
り
、
学
識
絲
験
背
に
つ
い
て
は
市
長
が
こ
れ
を
委
凧
す
る
。
③
市
長
は
、
臨
時
必
要
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
員
の
定
数
以
外
に
臨
時
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
条
消
防
委
員
会
は
、
市
長
が
こ
れ
を
摺
集
す
る
。
②
消
防
委
員
三
名
以
上
よ
り
会
議
に
附
議
す
べ
き
珈
項
を
示
し
て
消
防
委
員
会
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
市
長
は
澗
防
委
員
会
を
招
災
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
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節
一
条
に
み
る
と
お
り
、
消
防
委
員
会
委
員
の
定
員
は
九
名
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
学
識
経
験
者
と
し
て
県
議
と
地
元
経
済
界
か
ら
各
一
名
、
市
会
議
員
か
ら
三
名
、
そ
し
て
燐
察
稗
長
を
加
え
た
合
計
六
名
が
委
隅
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
条
節
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
臨
時
委
員
は
、
市
内
一
三
地
区
の
磐
防
団
代
表
を
こ
れ
に
充
て
、
円
柵
な
制
度
転
換
を
図
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。
第
一
回
消
防
委
員
会
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
七
月
一
一
日
の
一
三
時
か
ら
市
長
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
市
議
委
員
一
名
と
県
議
委
員
が
欠
席
し
た
が
、
四
名
の
委
員
に
市
長
の
他
、
市
か
ら
課
長
、
警
察
か
ら
懸
部
術
が
加
わ
り
、
七
名
に
よ
る
会
議
で
あ
っ
た
。
協議事項は、「巾消防団の統一について‐｜、「消防団員定数について」、「各分団（各地区）の配粒数について」、「臨時
委
員
委
嘱
に
つ
い
て
」
の
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
各
事
項
と
も
市
長
か
ら
の
説
明
が
了
承
さ
れ
て
終
了
し
た
。
Ｓ
市
消
防
団
条
例
（
一
○
月
二
八
日
条
例
第
三
九
号
）
は
、
よ
う
や
く
一
○
月
三
一
日
付
け
を
も
っ
て
知
事
か
ら
の
認
可
を
得
た
。
そ
し
て
、
初
代
消
防
団
長
に
は
市
議
消
防
委
員
、
副
団
長
に
は
警
防
団
長
代
理
を
含
む
三
名
が
就
任
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。
一
二
月
一
三
日
、
市
街
中
心
の
Ｋ
小
学
校
校
庭
で
憐
防
団
の
解
団
式
お
よ
び
消
防
団
の
結
団
式
が
挙
行
さ
れ
、
Ｓ
巾
に
お
け
る
勝
防
団
から澗防団への移行は完成した。
本
条
例附
は１１１１
、
四
消
防
組
織
法
と
消
防
団
令
の
改
正
・
廃
止
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
公布の日より之を施行する。
一一ハ
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上
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
と
の
同
時
施
行
が
諦
め
ら
れ
た
警
察
制
度
改
革
は
、
そ
の
後
も
警
察
法
と
し
て
ま
と
ま
る
ま
で
に
難
航
を
重
ね
た
。
新
し
い
消
防
制
度
は
、
警
察
制
度
か
ら
の
分
離
な
ど
、
そ
の
大
綱
は
す
で
に
警
察
制
度
審
議
会
答
巾
に
示
さ
れ
た
刀
向
に
決
し
て
い
た
が
、
や
は
り
制
度
を
具
体
化
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
内
務
省
と
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
と
の
間
に
対
立
す
る
点
も
少
な
く
な
く
、
な
か
な
か
進
展
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
初
、
内
務
竹
は
椚
防
行
政
の
組
織
と
作
川
の
両
伽
に
わ
た
る
法
案
婆
綱
「
消
防
法
（川）
案要綱試案（一）」を一九四七（ⅢⅢ二一一）年七月一川にⅢ意したが、これはＧＨＱに容れられなかった。一刀、Ｇ
ＨＱは一○月二三日に公安課消防担乃主任行政官のエンジェル（○のＣ司掘のゴ・しづ砲の一一）少佐が九月二七日付のメモラ
ン
ダ
ム
「
警
察
立
法
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て
の
付
属
文
書
と
し
て
「
消
防
立
法
に
関
す
る
件
」
な
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
案
を
示
し
、
さ
ら
に
一
一
月
一
四
日
に
は
公
安
課
長
プ
リ
ァ
ム
（
四
・
両
・
勺
巨
国
曰
）
大
佐
が
、
こ
れ
を
一
部
修
正
し
た
正
式
な
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
「
消
防
立
法に関する件」（シ厄○ｍｇ）と法案要綱を通知してきた。内務省は、その間にも独自の消防組織に関する法律案をま
と
め
て
い
た
が
、
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
と
法
仰
案
喫
綱
を
雄
に
あ
ら
た
め
て
法
俳
案
を
と
り
ま
と
め
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
を
経
て
、
淌
防
糾
織
法
案
と
し
て
同
月
二
ｎ
日
に
衆
議
院
に
提
出
し
た
。
淌
防
紺
織
法
で
は
、
消
防
制
度
は
警
察
制
度
か
ら
分
離
独
立
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
責
任
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
市
町
村
長
が
消
防行政を管理し、市町村は消防団の外、その必要に応じて「消防本部」、「消防署」ないし「消防職員及び消防団員の
訓
練
機
関
」
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
国
の
機
関
と
し
て
は
同
家
澗
防
庁
が
国
家
公
安
委
員
会
の
下
に
置
か
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
市
町
村
の
澗
防
機
関
に
対
す
る
指
揮
命
令
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。
祁
道
府
県
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
抜
本
的
行
政
制
度
改
雌
に
お
け
る
漸
変
性
と
破
け
性
（
胸
峨
）
一一七
淌
防
組
織
法
と
そ
の
「
経
験
期
間
」
に
お
け
る
澗
防
団
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国
会
に
お
け
る
審
議
過
程
に
お
い
て
は
、
こ
の
際
消
防
団
の
設
置
根
拠
を
勅
令
か
ら
消
防
組
織
法
に
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
内
務
省
側
か
ら
は
、
消
防
団
令
に
お
い
て
警
察
機
関
と
の
関
係
等
所
要
の
改
正
を
す
れ
ば
足
り
る
、
と
い
う
認
識
以
上
の
こ
と
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
消
防
組
織
法
は
、
一
二
月
二
三
日
に
公
布
さ
れ
た
（
法
繩
第
二
二
六
号
）
。
そ
の
施
行
日
は
、
几
○
、
以
内
の
範
附
で
政
令
で
定
め
る
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
、
翌
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
三
月
七
日
、
警
察
法
（
法
律
第
一
九
六
号
）
と
ｎ
円
に
施
行
さ
れ
た
。
この間、担当官庁には変化があった。すなわち、一九四七（昭和二二）年一二月末日をもって内務行は廃止され、
翌
年
元
日
か
ら
そ
れ
ま
で
の
内
務
宵
艀
保
局
の
職
術
は
内
事
局
第
一
局
に
引
き
継
が
れ
、
幣
察
法
お
よ
び
消
防
組
織
法
の
施
行
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
川
防
行
政
を
担
当
し
て
い
た
際
保
同
消
防
課
は
、
内
邪
同
筋
一
周
消
防
課
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
内
事
局
は
、
一
月
二
三
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
よ
り
長
官
名
で
「
消
防
組
織
法
施
行
前
予
め
階
慨
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
」
と
題
（Ⅱ） 
する通達（内事局第一局消防発乙第一ロ弓）を各都道府県知事および警視総監宛に発した。
が消道「ｌｉ
か－防ノＩＩｉｌｒｆｌｌ１Ｊな刀団防リｉＬ付
り、に組、の
進参係職ＴｌＴｉｉｌｉ
ｆ臘燦ＭｉｌＩ#たおはおのお休
○いない政よ策
そてくて１１１びﾉしそ'４コi,iMlili7（、ここ防係団巻
消のノＩｌ１１に貝第
防正八におの四組式，三，１Ｎけ訂'｜号
織なにする練
法送可ろ指を
案付決記161（行
はをざ述騰う
、待れは｜￥た
５１つ、以のめ
くこ参上系の
もと縦に統：機
翌な院兇は関
九〈にえ一を
日す送る切置
(こで付と廃〈
衆にざこさこ
識司れろれと
|塊予ただたが
に術。け。で
お瀞でき
け在ある
る￣つと
修とたざ
ｉＫい。れ
どう衆た
お力、談に
りた院と
参ちにど
高溌をおま
院といる
にって。
おてはつ
い尖、ま－
て質同り八
可的法、
裟燃術’ii1
立識、都
した。
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ここで「別紙のように一部を改正する目途にある」とされている澗防団令の改正案には、「淌防組織法の趣旨」、す
なわち「警察の所轄を離れ」るために必要とされる改正の他、日本国憩法と地方自治法の体制に終合する規定によう
やく改める改正が含まれていた。
消
防
団
が
「
際
察
の
所
緋
を
離
れ
」
る
た
め
に
は
、
消
防
団
令
第
九
条
の
「
澗
防
団
は
、
幣
察
部
長
又
は
懸
察
署
長
の
所
轄
の
下
に
行
動
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
規
定
巾
の
「
幣
察
部
長
又
は
馨
察
署
長
」
を
「
消
防
長
又
は
消
防
署
長
」
に
殻
き
換
え
る
こ
と
に
は
じ
ま
抜本的行政制度改革における新変性と雌行性（宮崎）
二
九
この通達は、二月一日（あるいは、遅くも二月一五日まで）を期し「態様を整え鯛後法施行期日迄の間を所謂経験
期間として新制度の要求する処務要領を逐次経験し新発足に際して消防上凱鮪間隙を生ずることなく円滑郷に新旧切
り替えをなし得るよう」求めていた。すなわち、消防組織法の施行後に必要となる組織機榊を「仮称を以って仮設す
ること」や必要となる条例を準術すること、あるいは人耶行政上必要となること等をあらかじめこの「経験期間」の
（胴）
うちに準備しておくことが求められた。この中で、消防団については、以下のとおり記された。
五
消
防
団
に
つ
い
て
澗
防
団
に
つ
い
て
は
洲
防
組
織
法
の
趣
旨
に
Ⅲ
り
同
法
施
行
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
荊
防
団
令
中
別
紙
の
よ
う
に
一
部
を
改
正
す
る目途にあるので、それ迄の問は固より現行の制度により運営されるのではあるが前記各号の措置に対応し市町
村においては今後改正さるべき線に柵い仮に軽察の所轆を離れたものとして逐次新制度による述営を綴験するよ
う指向すること。
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法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
四
号
一二○
り、区域外業務従事命令に関する規定（第一○条）、および消防団の訓練実施に関する規定（第一一条）も同様に改
めることにされていた。また、頑策那において「府県知事」と「警察部長」を「勝視総慌」に読み替える規定は不要
と
な
り
（
第
一
七
条
）
、
同
じ
く
不
要
と
な
っ
た
「
播
察
署
長
」
の
「
消
防
署
長
」
へ
の
一
部
読
み
替
え
規
定
（
第
一
八
条
）
と
と
も
に
削除されることになっていた。他に、一‐所轄警察署長」の文字が見える消防委員会の枇成を定めた第八条第二項から
は
、
そ
の
部
分
が
削
除
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
「
市
町
村
長
」
を
「
荊
防
長
（
澗
防
長
を
置
か
な
い
市
町
村
に
お
い
て
は
市
町
村
長
こ
に
改
め
る
こ
と
と
し
て
条
文
が
縦
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一方、上述したとおり、市町村に対する知事の臘督樅限は、地方自治法の当初条文においてすでに大幅に縮減され、
市町村条例に対する知蛎の認可椛限は、原Ⅲとして廃止された。消防団令は、団員の「定員」、「給与、服務紀律及び
懲
戒
に
関
す
る
規
程
」
を
市
町
村
の
条
例
に
委
ね
て
は
い
た
が
、
い
ず
れ
に
対
し
て
も
知
事
認
可
が
必
要
と
さ
れ
（
第
五
条
、
鋪
一
四
条
）
、
こ
の
点
で
地
方
自
治
法
に
反
す
る
状
態
に
あ
っ
た
。
改
正
案
で
は
、
知
耶
の
条
例
認
可
規
定
を
削
除
し
て
、
こ
う
し
た
状
況
を
改
め
る
こ
と
も
図
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
「
消
防
団
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
市
町
村
に
つ
き
酬
務
の
報
告
を
さ
せ
、
諜
緬
帳
獅
を
徹
し
、
又
は
実
施
に
つ
い
て
耶
務
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
知
耶
の
慌
督
権
限
（
第
一
二
条
）
、
お
よ
び
「
消
防
団
に
必
要
な
識
Ⅲ
資
材
に
関
し
て
」
市
町
村
が
定
め
る
際
に
必
要
と
さ
れ
た
知
事
認
可
（
節
一
五
条
）
、
と
い
っ
た
従
前
の
規
定
も
廃
止
す
る
と
ざ
こ
の
他
、
消
防
団
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
国
の
担
当
官
庁
を
「
内
務
大
臣
」
か
ら
（
す
で
に
内
務
省
は
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
上
述
の
とおり、木皿達目体内事局から発せられていた）、澗防組織法に合わせて「国家消防庁」と改めるなどの所要の改正
が
含
ま
れ
て
い
た
。
れていた。
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すでに述べたように、消防組織法は、警察法と同日の一九四八（昭和二一一一）年三月七日に施行された。その施行日
を定めた「消防組織法の施行に関する政令」（三月六日政令第五一一号）には、一一月以降の「経験期間」中にとられた
措
悩
の
有
効
性
を
保
障
す
る
た
め
に
「
消
防
組
織
法
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
条
例
及
び
規
川
の
制
定
そ
の
他
澗
防
組
織
法
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
準
伽
行
為
及
び
手
続
で
、
同
法
施
行
の
日
よ
り
も
前
に
な
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
準
伽
行
為
の
な
さ
れ
た
日
か
ら
、
関
係
規
定
を
適
川
し
、
同
法
施
行
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
適
法
の
も
の
と
す
る
」
と
い
う
但
し
譜
き
が
付
さ
れ
た
。
消
防
組
織
法
の
施
行
日
に
は
、
内
耶
局
が
廃
止
さ
れ
、
国
の
消
防
行
政
は
、
消
防
細
織
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
国
家
公
安
委
員
会
の
下
に
置
か
れ
た
国
家
消
防
庁
の
所
掌
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
｜
月
二
三
日
に
内
難
局
長
官
か
ら
発
せ
ら
れ
た
「
消
防
組
織
法
施
行
前
予
め
緋
値
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
」
の
消
防
団
令
改
正
案
は
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
洲
防
団
令
は
、
三
月
二
四
日
に
全
文
改
正
さ
れ
（
政
令
第
五
九
号
）
、
一
新
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
実
現
し
な
か
っ
た
上
記
改
正
案
と
実
際
に
改
正
さ
れ
た
新
消
防
団
令
と
は
趣
旨
に
お
い
て
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
新
た
な
消
防
団
令
に
お
い
て
も
、
磐
察
か
ら
の
独
立
と
市
町
村
、
府
県
、
国
の
政
府
間
関
係
の
蜷
理
が
ほ
ぼ
同
様
に
図
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
大
き
な
述
い
と
し
て
は
、
新
消
防
団
令
に
お
い
て
消
防
委
員
会
に
閃
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
や
、
消
防
団
の
役
職
員
に
つ
い
て
条
例
に
委
ね
た
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
の
他
、
消
防
団
の
設
置
そ
の
も
の
を
義
務
規
定
か
ら
任
意
規
定
に
改
め
るなどの述いもあった。
荊
防
委
員
会
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
も
た
ら
し
た
教
育
委
員
会
等
の
行
政
委
員
会
制
度
に
比
べ
れ
ば
、
Ｓ
巾
に
お
け
る
実
態
が
示
す
と
お
り
、
抜本的行政制度改革における新変性と破行姓（宮崎）
一一一一
②
消
防
団
令
の
全
文
改
正
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まず、附則第一号は「通川する」日として「昭和二十三年三月七川から」としている。この日付は、消防組織法の
施
行
日
に
他
な
ら
な
い
。
半
月
以
上
も
の
遡
及
週
Ⅲ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
附
則
第
三
号
で
は
「
他
の
政
令
、
命
令
」
に
加
え
「
条
例
」
に
つ
い
て
も
「
こ
の
政
令
の
規
定
に
反
す
る
も
の
は
、
無
効
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
趣
旨
は
、
旧
消
防
団
令
に
基
づ
く
条
例
等
が
、
本
政
令
に
矛
盾
す
る
形
で
残
存
す
る
経
過
に
お
け
る
措
置であり、本政令が遡及適応されることもあってこうした規定の必要性が強く意識されたものであろう。しかし、こ
まお選切得ま機九
でいとれるた一能と
のてすなこ一方でえ
ョ、るいとｍｉｉ、あば
ｊｉｌｉＦＺ力(隅|ﾘﾈﾔ抜挫悪洲ｾﾞｦﾎﾞﾋﾞiiil;｛鯛l1iiliiii職i‘騨蕊ず［「にＩ|’だにｉｉ１ｉ人らし：’“ＺきＩＥ３ギ腱iiiiifMi六WＬ鱗::灘：iiiめれｊｌｌｊにが令’''１い度るて鵬司選ｉｉｌｉしととらい－，ｉｉｌｉ率防進こは;#雌：鱗い防ｉｌｉｌｌ要す条こつつｕｊ|ｊｌ疋役る第とたた＿れ令に貝も二で。。二なにつはの項もそこ
いはい’１１と￣あの''''１、て貝はをつ主
iiliそこの言改たた
もれに公いめ力ｉる
あった。
であった。
な
お
、
Ⅲ
澗
防
川
令
の
廃
止
を
川
定
す
る
Ⅲ
川
飾
二
号
は
と
も
か
く
、
水
政
令
附
川
の
他
の
規
症
は
、
そ
れ
ぞ
れ
付
胃
を
要
す
る
内
存
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国③命②第
家令十
ｉｌ１ｉノｌｌｉが淵近
防防あ防条
庁団る本の
の貝と部二定のきを
め定は置消
る貝、〈防
準、そTIJln
llll任の町の
に兜区村設
IIIl、域に遣
り給タトお、
、与．にい区
ilr、おて域
ｌｌ１Ｊｌｌｌｉいは及
村務て、び
ｋＭそｂｉ１１ｉ組
|('１の業防識
で他務団は
このに（よ、
れ事従、地
を項事消方
定はす防的
め、る長要
る市こ又求
･’11「とはに
付が消応
条で｜坊じ
例き署て
でる長、
、。のＴＩＴ
そ所111「
の鞘村
訓の長
練下が
、 にこ
礼行れ
式勅を
及し定
び、め
服ｉｌ１ｉる
Ｉｌｉｌｌｌ坊。
に長
関又
すは
るノｉｉ
事｜ilj
lI（署
は長
、 の
消防団に関する変川的な規定方式は、一九四八（昭和一一三）年七月一一四日に消防組織法が、初めて一部改正される
ことによって解消した（法律第一八七号）。すなわち、澗防団について以下のように第一五条の二が追加されるとと
もに、同日「澗防団令を廃止する政令」（政令輔一七八号）も公布された。ここに、消防団は澗防組織法に根拠を有
する消防行政機関と位置づけられた。
の政令は消防組織法等の委任を受けた政令ではない。独立行政命令が自治体議会における自治立法たる条例に優越す
る
と
い
う
こ
の
規
定
は
、
違
憲
と
い
う
ほ
か
な
い
。
．
以降、消防組織法の消防団に関する規定は、幾たびか改正され今日に至っている。
③
消
防
組
織
法
へ
の
消
防
団
令
の
統
合
抜
本
的
行
政
制
度
改
雌
に
お
け
る
漸
変
伽
と
破
行
桃
（
宮
崎
）
●●●● 
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（７）同前、二一八画”
（８）「澗防団令」公布のⅢ付については、資料集を含む極々の文献において五月一Ｈとするものの他、四月三○日公布、即Ⅱ施行ある
い
は
翌
川
施
行
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
少
な
か
ら
ず
底
本
と
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
『
戦
後
ｎ
桁
史
Ⅸ
』
に
お
い
て
も
、
二
一
二
百
で
は
「
川
Ⅱ
三
○
、
、
こ
れ
が
勅
令
輔
一
八
Ｋ
号
と
し
て
公
巾
さ
れ
、
川
Ⅱ
施
行
さ
れ
た
」
と
紀
述
さ
れ
な
が
ら
も
、
す
ぐ
次
画
に
お
い
て
は
「
八
川
一
Ⅱ
仙
令
輔
ｈ
八
十
互
号
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
四
Ⅱ
三
○
日
に
犬
泉
の
裁
可
を
得
た
も
の
の
「
官
報
』
霊
載
が
翌
回
に
な
っ
た
こ
と
が
招
い
た
混
乱
で
あ
る
。
（９）警防川合において「警察部長」は、「警視庁二征リテハ警務部長但シ水火消防二関シテハ洲防那長以下之二同ジ」（輔九条鏑一頂）。
（Ⅲ）澗防肌合において、「川乢知耶」または「縣察部長」は、来京祁においては「響視総儲」と読み持えられるほか（鞭－し榮）、「野
察
署
長
」
は
、
官
設
消
防
管
轄
区
域
に
お
い
て
は
、
禰
防
委
員
会
の
構
成
に
関
す
る
第
八
条
第
二
項
を
除
い
て
、
水
火
災
の
予
防
、
警
戒
及
び
防
圧
並
び
に
水
火災の際の救護に関しては、「消防醤艮」と読み膝えられる（輔一八条）。
（
Ⅲ
）
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
件
の
迦
牒
は
、
後
述
す
る
Ｍ
県
に
お
け
る
依
命
迩
逓
「
澗
防
川
合
の
制
定
公
布
に
つ
い
て
」
（
一
几
四
七
年
、
Ⅱ
一
三
Ⅱ
、
公
安
発
第二八二三号）に添付された「写」による。Ｓ市消防木部に保存されている「昭Ⅲ二十二年消防委員会の綴」所収資料に基づくが、同
溢
料
は
乎
謝
き
文
沸
で
あ
り
、
句
読
点
な
ど
刊
銃
川
鍵
な
簡
所
も
あ
る
。
以
下
、
Ⅲ
盗
料
か
ら
の
原
文
引
川
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
芳
噛
し
て
、
Ⅲ
字体を新字体に改的たほか、句読点をふり直した。
（
旧
）
前
註
で
記
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
Ｓ
市
柑
防
水
部
が
保
存
す
る
手
書
き
資
料
に
腿
づ
く
ｕ
同
資
料
で
は
、
宛
先
は
「
Ｓ
市
長
殿
ノ
県
下
各
地
万
事
勝
所
艮
殿
ノ
県
下
名
答察料艮殿」と巡記されているが、もちろんＳ市長に限られるわけではなく、県内各巾川村健にも宛てられたと思われる。
（
旧
）
こ
の
法
案
要
綱
で
は
、
泊
防
団
は
、
耐
防
署
の
管
轄
区
域
内
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）
に
お
い
て
は
任
意
設
置
、
管
轄
区
域
外
の
地
域
を
含
む
市
町
村
は
必
間
と
さ
れ、消防川の組織、迩営、その他必喪事項については政令によるとされていた。
６５'１ 
、．ン、￣、_グ
ダーヘジー、〆戸へ
ＩｉｌＭ＄ 法学
志
休
第
九
十
八
巻
鍬
川
号
一二四
（１）藤川透苔・小鯖英一「消防一○○年史』日本澗防制度調査会、一九六九年、一一三一’一一三二頁。
（２）『神奈川県新聞」一九三九年一○Ⅱ一三日。
（
３
）
瀞
議
会
が
設
概
さ
れ
た
剛
川
は
、
門
刀
川
の
意
見
を
聴
く
た
め
と
説
川
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
委
風
、
臨
時
蚕
ｕ
、
幹
耶
を
合
わ
せ
て
三
川
名
、
す
な
わち出席者の過半数が官吏であった。自治大学校『戦後口治史Ⅸ』一九六七年、五七頁（柾三）の名簿参照。
（４）『戦後Ｈ治山Ⅸ』二○川頂。
（
５
）
同
前
、
二
○
六
頁
。
八七頁っ
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【付記】ここでとくにお一方、中西貞徳氏の名を挙げて感謝の意を表します。氏のご配慮がなければ本稿に不可欠な資料の人手はあり得ませ
んでした。
（
Ｍ
）
『
戦
後
自
治
史
Ⅸ
』
三
○
三
頁
。
（応）同前、三○五頁。
抜本的行政制度改革における漸変性と破行性〈宮崎）
五
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